
エンジン０１ ｉｎ 和歌山有田実行委員会 

第２回総会 

 

日時：令和７年３月２５日（火）１４：００～ 

会場：有田市消防本部５階 多目的ホール 

 

次第 

 

１ 開会 

２ 会長挨拶 

３ 報告 

・報告第１号 役員等の変更について 

・報告第２号 専決処分について 

４ 議事 

・議案第１号 事業報告について 

・議案第２号 収支決算見込みについて 

・議案第３号 実行委員会の解散及び会則の廃止について 

５ その他 

６ 閉会 

 

配布資料 

 

①  〔議案第１号〕事業報告について、記録集 

②－１〔議案第２号〕収支決算書（令和５年度） 

②－２〔議案第２号〕収支決算書（令和６年度） 

③－１ 監査報告（令和５年度分） 

③－２ 監査報告（令和６年度分） 

④  〔議案第３号〕実行委員会の解散及び会則の廃止について 

⑤   委員等名簿 

⑥   エンジン０１ ｉｎ 和歌山有田実行委員会会則 



エンジン01 in 和歌山有田
事業報告

〔議案第１号〕
①



会期 2024年11月22日(金)・23日(土)・24日(日)

会場 有田市民会館、有和中学校、箕島高校、有田市健康スポーツ公園 他

テーマ 「未来にあつまれ！アリダーズ」

実績 プログラム数

参 加 講 師 数

来 場 者 数

１．エンジン01 in 和歌山有田開催結果（概要）

：117プログラム〔記録集：2～4ページ〕

：122名・グループ（出演者含む）〔記録集：36～37ページ〕

：延べ約12,000人
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市民会館部会

２．実行委員会事業報告（部会の開催状況）

3

エンジン01 in 和歌山有田開催に向け、様々な準備を機動的に進めていくため、各部
会を開催した。

講座・ハローワーク部会

フェスティバル部会

おもてなし部会

広報・協賛部会

宿泊・移動部会

9月2日(月)開催日

中紀バス、JR西日本、県バス協会、県ハイヤー・タ
クシー協会、ホテルルートインGrand海南駅前、日本
旅行TiS和歌山支店、海南市

出席者

①プログラムについて ②一般参加者の動き、
③講師・関係者の動き ④今後の予定について

議事

8月5日(月)開催日

紀州有田商工会議所、有田市教育委員会、有田市体
育協会、有田経済クラブ、有田市同友会、BIG SMILE 
COMMUNITY

出席者

①フェスティバルについて議事

8月2日(金)開催日

有田市教育委員会、和歌山県出席者

①開会式、シンポジウム、閉会式について議事

8月9日(金)開催日

ALL ARIDA協議会2025、紀州有田商工会議所、有田経
済クラブ、有田市同友会、有田市婦人団体連絡協議
会、和歌山県、有田市教育委員会

出席者

①おもてなし(案)について ②今後の予定について議事

9月5日(木)開催日

有田市教育委員会、和歌山県教育委員会、和歌山県、
有和中学校、箕島高校、有田市体育協会、有田市文
化協会、海南市、湯浅町、広川町、有田川町

出席者

①全体プログラム案について ①会場利用図案につ
いて ③各部会員との協議事項について ④今後の
予定について

議事

11月6日(水)開催日

テレビ和歌山、紀州有田商工会議所、和歌山県教育
委員会、JR西日本、有田市教育委員会

出席者

①広報について ②協賛について議事



２．実行委員会事業報告（実施事業の企画・運営について）
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有田市民会館において、開会式、シンポジウム４講座、閉会式を実施した。
〔記録集：5～6,24～25ページ〕

（１）講座等運営事業

＜開催内容＞

11月22日(金)

開会式

オープニングシンポジウム①「エンターテイメントの未来」

オープニングシンポジウム②「脱炭素社会ってどんなもの？」

11月24日(日)

クロージングシンポジウム①「有田って本当にすごいとこ」

クロージングシンポジウム②「年齢に囚われない生き方～アリダーズと未来」

閉会式

のべ参加者数 約1500人

有和中学校及びその周辺において、走ることに関する中高生向け講座「一生懸命を楽
しむ走り方!」を実施した。
〔記録集：6ページ〕

＜開催内容＞

11月22日(金) 15:00～17:00

のべ参加者数 約100人



２．実行委員会事業報告（実施事業の企画・運営について）
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（１）講座等運営事業

11月23日土曜に有和中学校、箕島高校、有田市文化福祉センターにおいて、一般講座
72講座（卓球大会「未来にあつまれ！アリダーズ 卓球大会・アサバ杯」含む）、中
高生向けハローワーク講座31講座、保護猫譲渡会「エンジン01保護猫譲渡会 in 和歌
山有田 by動物愛護委員会」を実施した。
〔記録集：8～19ページ〕

＜開催内容＞

一般講座
「有田市の活性化、考えます！」「和歌山県産食材の可能性」「未来のエネルギーはどうな
るの？」など全72講座を実施

会場 有和中学校、有田市文化福祉センター

のべ参加者数 約3500人

卓球大会参加 18チーム

ハローワーク講座
茂木健一郎講師、鎧塚俊彦講師などによる職業講座を全31講座を実施

会場 箕島高等学校箕島校舎

のべ参加者数 約2600人

エンジン01保護猫譲渡会 in 和歌山有田 by動物愛護委員会
会場 有田市役所設備棟

のべ参加者数 約200人



２．実行委員会事業報告（実施事業の企画・運営について）
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11月24日に有田市内３会場、海南市、湯浅町、広川町、有田川町において、まちなか
講座７講座を実施した。
〔記録集：22～23ページ〕

（１）講座等運営事業

のべ参加者数 約400人

会場講座名

紀州漆器伝統産業会館
うるわし館（海南市）

未来へつなぐ紀州漆器
～蒔絵体験

まちなか講座１

湯浅えき蔵3階
地域交流センター（湯浅町）

醤油醸造発祥の地
紀州湯浅でMy醤油づくり体験

まちなか講座２

稲むらの火の館
（広川町）

歴史から学ぶ防災まちなか講座３

有田川町地域交流センター
（ALEC）（有田川町）

読書のチカラまちなか講座４

逢井漁港
（有田市）

逢井漁港の
セリを見に行こう！

まちなか講座５

有田市内みかん畑
（有田市）

有田みかんを
畑で食べよう！

まちなか講座６

有田市保健センター
（有田市）

和歌山の
反骨的医学風土を探る

まちなか講座７

＜開催内容＞



２．実行委員会事業報告（実施事業の企画・運営について）
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（１）講座等運営事業

開催周知、開催機運の醸成のため、プレイベントとして有田地域の高校３校でエンジ
ン01教育委員会による出張授業を行った。
〔記録集：29ページ〕

＜開催内容＞

箕島高等学校 7月19日(金)8:45～10:00

講 師 井沢元彦会員

テーマ「歴史を学ぶ楽しみ」

対象生徒数 333名

耐久高等学校 9月20日(金)10:30～11:30

講 師 茂木健一郎会員

テーマ 「『学ぶ喜び』こそが力」

対象生徒数 540名

有田中央高等学校 10月17日(木)13:30～14:30

講 師 三浦瑠麗会員

テーマ 「ミームとフェイクニュースの時代をどう生きるか」

対象生徒数 197名



２．実行委員会事業報告（実施事業の企画・運営について）
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有田市健康スポーツ公園“BIG SMILE PARK”を会場として、「エンジン01アリダーズ
フェス〈食と音楽と花火の饗宴〉」を開催した。
〔記録集：20～21ページ〕

（２）フェスティバル運営事業

＜開催内容＞

11月23日(土) 16：30～21：00

会場 有田市健康スポーツ公園 BIG SMILE PARK

16：00～開場

16：30～フードイベント開始

41店舗出店、地元の飲食店を中心に、食や体験等の有田らしさが満喫できる内容

18：30～音楽イベント開始

秋元康氏総合プロデュース、鎧塚俊彦氏企画・司会、相川七瀬氏やSHOW-WA等出演

20：55～花火

21：00 閉演

参加者数 約3,600人

フ
ェ
ス
の
様
子



２．実行委員会事業報告（実施事業の企画・運営について）
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有田市及び和歌山県の特産品を講師に提供しておもてなしを行い、宣伝・情報発信に
つなげた。
〔記録集：7ページ〕

（３）おもてなし運営事業

＜内容＞

ウエルカムパーティーの開催

11月22日(金) 会場 有和中学校 体育館

各会場でのケータリング

11月22日(金) 会場 有田市民会館 講師控室

11月23日(土) 会場 有和中学校 講師控室

11月24日(日) 会場 有田市民会館 講師控室

プロデュースフード

11月23日(土) 会場 有田市健康スポーツ公園

・有田丼 京都吉兆 代表取締役社長 徳岡邦夫プロデュース（協力：浜のうたせ、橘家）

・有田パスタ 赤坂インフィニートヒロ オーナーシェフ 山田宏巳プロデュース

（協力：あるちぇっぽ）

・有田パフェ 「Toshi Yoroizuka」オーナーシェフ 鎧塚俊彦プロデュース

（協力：伊藤農園）

記念品箱の送付

県特産品の詰合せとお礼のポストカードを参加講師に郵送

▲ウエルカムパーティーの様子

▲ケータリングの様子



【参考】講師・出演者の情報発信（一部）

10

藤川靖彦さん

花絵師/㈱ｲﾝﾌｨｵﾗｰﾀｱｿｲｼｴｲﾂ代表取締役社長/
(一社)花絵文化協会代表理事

向山毅さん

SHOW-WA

熊本マリさん

ピアニスト/大阪芸術大学大学院教授

※X(旧Twitter)より引用。赤線は有田市で追加。



２．実行委員会事業報告（広報事業について）

11

開催を周知し、開催機運の醸成と市民等の参加意欲の喚起を図るため、公式ウェブサ
イトや公式SNSアカウントの作成・情報発信、ポスター製作、テレビCM放映等を行った。
〔記録集：26～32ページ〕

＜広報内容＞

インターネットなどで開催告知等を随時発信

＜専用ホームページ＞エンジン０１in和歌山有田ホームページ（2024.7.9～2025.1.31）

＜有田市役所ホームページ・X・LINE・Instagram・情報発信メール＞（2024.7月～随時）

＜有田市公式YouTube＞鎧塚大会委員長と有森大会副委員長の開催お知らせ動画等

＜有田ラボ Instagram Acct.＞アリダーズフェス告知（2024.10.27～11.22）

＜リビング和歌山＞（ロカルわかやま）アリダーズフェス告知（2024.11.7）

広報紙・一般紙などで開催告知等を発信

＜広報ありだ>8月号・10月号・11月号

＜一般紙など＞紀州有田商工ニュース、地方紙、リビング和歌山

街頭広告など開催告知等を発信

＜地元実行委員会オリジナルポスター・リーフレット配布＞

＜公式ポスター・パンフレット配布＞

テレビで開催告知等を発信

＜テレビCM放送＞アリダーズフェス告知CM（11/4～11/22、1日10本、約200本放映）、

エンジン０１in和歌山有田告知CM（11/14～11/22、1日10本、約90本放映）

＜テレビ出演＞テレビ和歌山の番組にて5回出演



２．実行委員会事業報告（宿泊・輸送事業について）
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講師の移動手段及び宿泊先の手配を行った。また、一般参加者の移動対策を実施した。
その一環として駐車場整備を行った。

＜内容＞

講師の移動手配

講師が各地から関西国際空港・箕島駅へ来訪するための航空券・切符の手配

空港・駅～各会場・宿泊施設へ移動するためのバス及びタクシーの手配

講師の宿泊手配

宿泊先 ホテルルートインGrand海南駅前

宿泊者数 274名

一般参加者の移動対策

各会場付近での駐車場の確保及びバスによる輸送を行った。

11月23日(土) 有和中学校生がハローワーク講座に参加するためのスクールバス運行

有和中学校～フェス会場(有田市健康スポーツ公園)間のシャトルバス運行

11月24日(日) まちなか講座(逢井漁港、みかん畑)会場へのバスによる一般参加者の輸送

駐車場整備

フェス会場(有田市健康スポーツ公園)隣接のENEOSタンク跡地に臨時駐車場を整備

臨時駐車場台数 約350台
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２．実行委員会事業報告（協賛事業について）

市内外事業所・団体31者から協賛いただいた。協賛者情報は会場や公式ウェブサイト
等において紹介した。
〔記録集：33ページ〕

協賛者一覧（五十音順）

有田市管工事組合株式会社有田川株式会社淺川組

有田市役所部長会有田市役所課長会有田市建設業会

株式会社上岡工業株式会社伊藤農園ありだ農業協同組合

株式会社オレンジライフENEOS株式会社和歌山製造所上友農園

木本産業株式会社株式会社紀州有田蒲鉾川口水産株式会社

三友工業株式会社株式会社雜治商店株式会社KL

株式会社橘家株式会社早和果樹園医療法人千徳会 桜ヶ丘病院

有限会社ヒカル・オーキッド株式会社日本グルメ市場株式会社TOA

三菱電線工業株式会社箕島製作所株式会社松源日出手袋工業株式会社

よしみ会株式会社ユニワールド株式会社保田組

ライオンケミカル株式会社



アンケート結果（概要）

１．来場者について

50代の来場者が最も多く、50代以上の来
場者が7割を占めた。

有田市内からの来場者が最も多く、約半
数は市内在住者であった。県外からの来
場者も14％いた。

※来場者に対しアンケートを配布。回収件数1434件。

年齢 お住まい

回答数1426 回答数1267

9歳以下, 0.2%
10代, 3.4%

20代, 3.4%

30代, 7.0%

40代, 

12.9%

50代, 

30.6%

60代, 

21.0%

70代, 

18.2%

80代以上, 

3.2%

有田市, 

47%
和歌山県内, 

39%

県外, 

14%

14

和歌山県内の内訳(人)

210和歌山市

73海南市

8橋本市

13御坊市

7田辺市

1新宮市

21紀の川市

8岩出市

2かつらぎ町

46湯浅町

15広川町

78有田川町

2美浜町

9由良町

3印南町

3みなべ町

4日高川町

3白浜町

3上富田町

和歌山県外の内訳(人)

1北海道

1福島県

2茨城県

2埼玉県

10千葉県

22東京都

14神奈川県

2新潟県

2岐阜県

8静岡県

11愛知県

8三重県

3滋賀県

7京都府

76大阪府

11兵庫県

2奈良県

1広島県

2福岡県

2佐賀県

1沖縄県

有田市民以外の県内来場者は和歌山市が
最も多く、次に有田市の周辺自治体が多
かった。

県外来場者は北海道～沖縄まで全国各地
からお越しいただいた。大阪府からの来
場者が最も多かった。



アンケート結果（概要） つづき

２．イベントの認知について

市内在住者は「広報誌」が最も多く、全体の３割を占めた。次いで「家族・友人・知人」と
なった。

県内在住者、県外在住者は「家族・友人・知人」が最も多く、口コミでの広がりが多かった
と考えられる。

15

37

27

68

28

13

34

211

106

136

288

0 100 200 300 400

その他

公式HP・SNS

有田市HP

テレビ

地域情報誌

新聞折込

家族・友人・知人

ポスター・チラシ

自治会回覧板

広報誌

市内在住者

(複数回答可)

このイベントをどうやって知りましたか

89

55

23

31

27

15

243

60

5

13

0 100 200 300

その他

公式HP・SNS

有田市HP

テレビ

地域情報誌

新聞折込

家族・友人・知人

ポスター・チラシ

自治会回覧板

広報誌

県内在住者

(複数回答可)

37

67

2

0

0

0

87

2

0

0

0 50 100

その他

公式HP・SNS

有田市HP

テレビ

地域情報誌

新聞折込

家族・友人・知人

ポスター・チラシ

自治会回覧板

広報誌

県外在住者

(複数回答可)

回答数 948 回答数 561 回答数 195



アンケート結果（概要） つづき

３．プログラムについて

参加した理由は、「講座内容」または「講師に興味があったから」が約８割を占めた。

市外からの来場者の中には、特定の講師を目的として来場される方も多く、本イベントが
有田市を訪問する大きなきっかけとなったと考えられる。
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講座内容に興味が

あったから

講師に興味

があったから

人に勧められた

から

そ
の
他

参加された理由を教えてください

（複数回答可）

42%

37%

16%

4%

回答数 1811

その他の回答(抜粋)

• 特定の講師に会いたかったから
（35件）

• 毎回エンジン01に参加している
から(8件)

• 有名人が有田に来るから(8件)



アンケート結果（概要） つづき

３．プログラムについて

参加プログラムの感想は、全てのプログラムにおいて、「とても良かった」・「良かっ
た」が合わせて95％以上だった。

プログラム全体をとおして満足度は高かったと考えられる。
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

クロージングシンポジウム②・閉会式

クロージングシンポジウム①

まちなか講座

アリダーズフェス

ハローワーク

一般講座

オープニングシンポジウム②

開会式・オープニングシンポジウム①

【プログラム別】本日の講座・プログラムはいかがでしたか

とても良かった 良かった あまり良くなかった 良くなかった

50.6%

57.2% 39.6%

2.1% 1.1%

46.0%

2.3% 1.1%

70.5%

82.4%

66.4%

84.2%

75.1%

72.0%

28.1%

17.6%

31.8%

15.8%

23.9%

27.0%

1.2% 0.1%

1.5% 0.3%

0.5% 0.5%

0.5% 0.5%

回答数 2176



有田市在住 70代 女性 一般講座・CL参加

いい点悪い点いろんな話がでてました。最後のあいさつに涙が出ました！心に残るイベントで
した。

３．アンケート結果（概要） つづき

３．プログラムの感想（自由記述）※抜粋
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有田市在住 40代 女性 一般講座・フェス・まちなか・CL参加

有名な方々、善明な方々の生の声や意見等を聞けて、とても心にささり目からうろこ等々の刺
激を受けたことが多かった。予想以上で、ほんとありがたくお得感、参加して良かったなと
思った。講師にマッチしたテーマやプログラムがとてもとても良かった。

有田市在住 60代 女性 OP・一般講座・フェス・CL参加

有田のいいところを外の方に逆に教えてもらってとても嬉しかったです。

市外在住 10代 男性 ハローワーク・フェス参加

こういった講座に参加する機会はあまりなく、様々な考え方を持った人生の先輩に話を聞くの
は新鮮で楽しかったから。

市外在住 70代 女性 一般・まちなか・CL参加

どの講師の先生も知識があった。有田の良いところがたくさんわかった。

市外在住 20代 女性 CL参加

知らなかった有田の情報をたくさん知れて有意義な時間でした。



３．アンケート結果（概要） つづき

３．プログラムについて

「今回のような学びのイベントを続けたほうがよいと思いますか」に関しては、「とても
そう思う」「思う」が約95％を占めた。

19

今回のような学びのイベントを続けたほうが
よいと思いますか

回答数1358

とてもそう思う, 

57.5%思う, 36.7%

わからない, 4.8%

あまり思わない, 0.5% 思わない, 0.4%



アンケート結果（概要） つづき

４．会場アクセスについて

全体では「とても良かった」「良かった」が約９割を占めた。

「あまり良くなかった」「良くなかった」の理由としては、「駐車場の不足」「駐車場案
内不足」「近隣のホテルがない」「公共交通機関の本数不足」「高速から遠い」などが挙
げられた。
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

クロージングシンポジウム②・閉会式

クロージングシンポジウム①

まちなか講座

アリダーズフェス

ハローワーク

一般講座

オープニングシンポジウム②

開会式・オープニングシンポジウム①

【プログラム別】会場までのアクセスについてどう思いましたか

とても良かった 良かった あまり良くなかった 良くなかった

27.6% 61.8%

8.5% 2.0%

19.7%

30.1%

25.0%

26.9%

38.8%

36.4%

32.5%

65.8%

61.9%

50.0%

62.8%

51.7%

58.4%

59.3%

12.6% 1.9%

6.4% 1.6%

25.0%

7.2% 3.2%

8.8% 0.7%

4.3% 0.9%

7.7% 0.5%

回答数 2263



３．アンケート結果（概要） つづき

５．有田市に対する意識について

「このイベント全体を通じて、有田市に対してどう思いましたか」との質問に対しては、
市内参加者は「有田市のいいところを知ることができた」・「有田市への地元愛が深まっ
た」との回答が多く、市外からの参加者は「有田市のいいところを知ることができた」と
の回答が多かった。

本イベントを通じて、有田市の好感度の上昇や愛着の向上につながったと考えられる。

このイベントを通じて、有田市に対してどう思いましたか（複数回答可）

回答数683

市内 市外

回答数677

161

86

45

117

156

118

有田市のいいところを知ることができた

有田市をもっと知りたくなった

有田市を好きになった

有田市に住み続けたいと思った

有田市への地元愛が深まった

有田市に住んでいることを誇りに思った

（人）

272

130

157

81

11

26

有田市のいいところを知ることができた

有田市をもっと知りたくなった

有田市にまた来てみたいと思った

有田市を好きになった

有田市に住んでみたいと思った

有田市への地元愛が深まった

（人）

21



３．アンケート結果（概要） つづき

６．その他ご意見・御要望（自由記述）※抜粋
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有田市在住 50代 男性 OP・CL参加

なんか元気がでました。ありがとうございました。

有田市在住 50代 男性 フェス・CL参加

宣伝の仕方の工夫が足りない。もっと、まずはエンジン01の意味を分かりやすく説明をするべ
き。講座もフェスもとてもよかった。身の回りに参加する人が少なかったのは、非常に残念。
高齢者・障害者・介助者は、無料か半額にしてほしい。

有田市在住 20代 男性 フェス参加

地元の人は少ないけれど、魅力が沢山ある有田市の事を知ってもらえてうれしい。これからも
もっとこんなイベントが続いて欲しい。子どもたちにも、沢山体験の場が欲しいです。

有田市在住 60代 女性 一般・フェス・CL参加

鎧塚委員長をはじめ、演者先生方の熱意、協力している市民の方々の思いが伝わるイベントで
した。皆さんの熱意が伝わり元気になりました。有田のことを本当に愛してくれている委員長
に感謝の思いです。今後は地元の市民が思いを伝えられるような事業、イベントを期待します。
受講の際、隣の方が「こんな立派なイベントを２、３日前に知った。もう少し広報の方法を考
えてほしかった。」と残念がっていました。

有田市在住 70代 女性 OP・一般・フェス・CL参加

このイベントはみかんが美味しい11月だったので有田みかんを他県の方々に知っていただけた
のは良かったと思います。しかし、みかん農家やみかん取りのアルバイトに行かれる方には残
念だったと思います。



３．アンケート結果（概要） つづき

６．その他ご意見・御要望（自由記述）※抜粋
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市外在住 30代 女性 一般講座・フェス・まちなか参加

有田みかんのおいしさにびっくり！また講師の先生方との交流も多く、とても楽しい時間を過
ごさせていただきました。

市外在住 40代 女性 一般講座参加

このような大規模イベントをこの有田市で実施した！成功した！！ということをもっと周知し
てもらいたい。この素晴らしい取り組み、その企画に少しでも参加できたことを嬉しく思いま
す。有難うございました。

市外在住 20代 女性 CL参加

ずっと有田に住んでいて当たり前と思っていた景色や歴史が今回の話を聞いて、有田ってすご
かったんだと知ることができて良かったです。

市外在住 50代 女性 一般講座・フェス参加

できれば、もう少し宣伝を大きくして頂きたいなと思います。県内在住で東京在住の方にイベ
ントを教えて頂きましたし、和歌山市内の周りの方でも知らない方が多くいました。

市外在住 20代 女性 OP参加

宣伝方法をもっと工夫した方が良いと思います。小規模であればあるほど、ネット広報をもっ
と広く使わないと。すごく良いものなのにもったいないです。



〔議案第２号〕

１　収入の部 （単位：円）

予算額
A

補正額
B

流用額
C

予算現額
D(A＋B＋C)

決算額
E

差引額
D－E

主な内容

１　補助金・負担金 75,000,000 0 0 75,000,000 0 75,000,000

①有田市補助金 50,000,000 0 0 50,000,000 0 50,000,000
エンジン01 in 和歌山有田実行委員会補助金
※令和6年度交付申請

②和歌山県負担金 25,000,000 0 0 25,000,000 0 25,000,000
エンジン01 in 和歌山有田負担金
※令和6年度交付申請

２　協賛金 5,000,000 0 0 5,000,000 0 5,000,000

３　その他 0 0 0 0 0 0

80,000,000 0 0 80,000,000 0 80,000,000

２　支出の部 （単位：円）

予算額
A

補正額
B

流用額
C

予算現額
D(A＋B＋C)

決算額
E

差引額
D－E

主な内容

１　事業費 79,027,000 0 0 79,027,000 0 79,027,000 事業実施なし

①講座等運営費 30,415,000 0 0 30,415,000 0 30,415,000

②フェスティバル運営費 10,400,000 0 0 10,400,000 0 10,400,000

③おもてなし運営費 5,945,000 0 0 5,945,000 0 5,945,000

④広報費 8,768,000 0 0 8,768,000 0 8,768,000

⑤宿泊・輸送費 23,499,000 0 0 23,499,000 0 23,499,000

２　事務局費 973,000 0 0 973,000 0 973,000

80,000,000 0 0 80,000,000 0 80,000,000

※令和6年3月27日に当実行委員会の収支計画を承認いただきましたが、令和5年度中に実施した事業はなく、収入・支出ともにございませんでした。令和6年度から事業を実
施し、収入・支出ともに行います。

科目

計

エンジン01 in 和歌山有田実行委員会収支決算書
令和5年度分（期間：令和6年2月21日～令和6年3月31日）

科目

計

②－１



〔議案第２号〕

１　収入の部 （単位：円）

予算額
A

補正額
B

流用額
C

予算現額
D(A＋B＋C)

決算額
E

差引額
D－E

主な内容

１　補助金・負担金 75,000,000 -2,882,147 0 72,117,853 72,117,853 0

①有田市補助金 50,000,000 -1,921,431 0 48,078,569 48,078,569 0 エンジン01 in 和歌山有田実行委員会補助金

②和歌山県負担金 25,000,000 -960,716 0 24,039,284 24,039,284 0
エンジン01 in 和歌山有田負担金
※補正額は県へ戻出

２　協賛金 5,000,000 3,300,000 0 8,300,000 8,300,000 0 31者

３　その他 0 3,389,609 0 3,389,609 3,389,609 0
チケット販売金（預り金）、一般講座材料費
（預り金）、利子収入

80,000,000 3,807,462 0 83,807,462 83,807,462 0

２　支出の部 （単位：円）

予算額
A

補正額
B

流用額
C

予算現額
D(A＋B＋C)

決算額
E

差引額
D－E

主な内容

１　事業費 79,027,000 3,805,853 33,725 82,866,578 82,866,578 0

①講座等運営費 30,415,000 2,319,200 897,292 33,631,492 33,631,492 0
運営委託費、デザイン費、会場装飾物製作費、
チケット販売金、スタッフジャンパー製作費、
市民会館使用料

②フェスティバル運営費 10,400,000 1,486,653 3,277,773 15,164,426 15,164,426 0
音楽フェスティバル運営委託費、フードフェス
ティバル運営委託費、出演料、チケット販売金

③おもてなし運営費 5,945,000 0 -1,130,439 4,814,561 4,814,561 0
ウェルカムパーティー料理費用、ケータリング
費用

④広報費 8,768,000 0 -4,425,798 4,342,202 4,342,202 0
記録動画撮影・製作委託費、公式ホームページ
構築費

⑤宿泊・輸送費 23,499,000 0 1,414,897 24,913,897 24,913,897 0
宿泊・輸送業務委託費、駐車場整備費、講師旅
費

２　事務局費 973,000 1,609 -33,725 940,884 940,884 0 チケット端末使用料

80,000,000 3,807,462 0 83,807,462 83,807,462 0

科目

計

エンジン01 in 和歌山有田実行委員会収支決算書
令和6年度分（期間：令和6年4月1日～令和7年3月31日）

科目

計

②－２



監 査 報 告 

 

エンジン０１ ｉｎ 和歌山有田実行委員会会則第１７条の規定に

基づき、令和５年度収支決算について証拠書類を監査した結果、その

内容は適正であると認めます。 

 

 

令和６年４月２６日 

エンジン０１ ｉｎ 和歌山有田実行委員会 

監事  中筋 正隆 

監事  山本 芳規 


テキストボックス
③－１




監 査 報 告 

 

エンジン０１ ｉｎ 和歌山有田実行委員会会則第１７条の規定に

基づき、令和６年度収支決算について証拠書類を監査した結果、その

内容は適正であると認めます。 

 

 

令和７年３月２１日 

エンジン０１ ｉｎ 和歌山有田実行委員会 

監事  若林 孝治 

監事  山本 芳規 


テキストボックス
③－２




〔議案第３号〕 

 

実行委員会の解散及び会則の廃止について（案） 

 

エンジン０１ ｉｎ 和歌山有田に係るすべての事業が終了したこ

とから、エンジン０１ ｉｎ 和歌山有田実行委員会会則第１８条に

基づき本実行委員会は令和７年３月３１日をもって解散する。併せ

て同日付けをもって、エンジン０１ ｉｎ 和歌山有田実行委員会会

則を廃止する。 

 また、会則第１８条第２項に基づき残余財産の処分については、有

田市が決定する。 

 

 

【参考】 

エンジン０１ ｉｎ 和歌山有田実行委員会会則（抜粋） 

 

第７章 解散 

（解散） 

第１８条 実行委員会は、第２条の目的が達成されたときに解散す

る。 

２ 実行委員会が解散した場合において、その残余財産の処分につ

いては、有田市において決定する。 

 

④ 



エンジン０１ ｉｎ 和歌山有田実行委員会　委員等名簿

会長 有田市長 玉木　久登

名誉会長 和歌山県知事 岸本　周平

副会長 有田市教育委員会　教育長 前田　悦雄

和歌山県教育委員会　教育長 宮﨑　泉

紀州有田商工会議所　会頭 川端　隆也

ALL ARIDA協議会2025　会長 尾藤　佳

株式会社テレビ和歌山　代表取締役社長 大越　康臣

顧問 有田市議会　議長 児嶋　清秋

和歌山県議会議員 上山　寿示

有田市連合自治会　会長 中本　満

参与 前有田市長 望月　良男

委員 有田市副市長 田代　利彦

有田経済クラブ　代表幹事 嶋田　悦也

有田市同友会　会長 溝上　一宏

紀州有田商工会議所　副会頭 雜賀　清秀

紀州有田商工会議所　副会頭 岡本　幹生

紀州有田商工会議所　副会頭 児嶋　正人

有田市文化協会　会長 御前　明良

有田市体育協会　会長 平野　勝寛

有田市婦人団体連絡協議会　会長 栗山　仁美

西日本旅客鉄道株式会社　近畿統括本部和歌山支社長 富澤　五月

和歌山県バス協会　会長 佐伯　一也

和歌山県タクシー協会　会長 豊田　英三

和歌山県ハイヤー・タクシー協会　会長 前　安稔

中紀バス株式会社　代表取締役社長 高垣　太郎

一般社団法人有田青年会議所　2024年度理事長 坂口　正起

監事 紀陽銀行箕島連合店　統括支店長 若林 孝治

有田市経営管理部　経営企画課長 山本　芳規

オブザーバー 和歌山県有田振興局

海南市

湯浅町

広川町

有田川町

令和7年3月25日時点

⑤



1 

 

エンジン０１ ｉｎ 和歌山有田実行委員会会則 

 

第１章 総則 

（名称） 

第１条 本会は、エンジン０１ ｉｎ 和歌山有田実行委員会（以下「実行委員会」という。）

と称する。 

 

（目的） 

第２条 実行委員会は、エンジン０１ ｉｎ 和歌山有田（以下「エンジン０１有田」という。）

を開催するため、必要な事業を行うことを目的とする。 

 

 （事業） 

第３条 実行委員会は、前条の目的を達成するために、次に掲げる事業を行う。 

（１）エンジン０１有田の開催に必要な企画及び運営に関すること。 

（２）関係機関及び団体との連絡調整に関すること。 

（３）その他エンジン０１有田の開催に必要な事項に関すること。 

 

第２章 組織 

（構成） 

第４条 実行委員会は、会長、名誉会長及び委員をもって構成する。 

２ 会長は、有田市長をもって充てる。 

３ 名誉会長は、和歌山県知事をもって充てる。 

４ 委員は、次に掲げる者のうちから会長が委嘱する。 

（１）関係機関及び団体を代表する者 

（２）識見を有する者 

（３）その他会長が特に認める者 

 

（役員） 

第５条 実行委員会に、会長及び名誉会長のほか次の役員を置く。 

（１）副会長 若干名 

（２）監事 ２名 

２ 副会長は、委員のうちから会長が委嘱する。 

３ 監事は、会長が委嘱する。ただし、委員を兼ねることはできない。 

 

（役員の職務） 

第６条 会長は、実行委員会を代表し、会務を総理する。 

⑥ 
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２ 名誉会長は、会長の求めに応じ、助言を行う。 

３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は不在のときは、会長があらかじめ

指名した副会長がその職務を代理する。 

４ 監事は、実行委員会の財務を監査する。 

 

（任期） 

第７条 委員及び役員（以下「委員等」という。）の任期は、委嘱されたときから第１８条

の規定に基づき実行委員会が解散する日までとする。 

２ 前項の規定にかかわらず、委員等が就任時におけるそれぞれの所属機関又は団体等の

役職を離れたときは、その時点で職を失い、その後任者が前任者の残任期間を務めるもの

とする。 

３ 会長は、委員等に特別な事情が生じたときは、その職を解き、必要に応じて補充するこ

とができる。 

４ 会長は、前２項の規定により委員等の変更があった場合は、次の総会において報告する。 

 

（報酬） 

第８条 委員等は無報酬とする。 

 

（顧問及び参与） 

第９条 実行委員会に、顧問及び参与を置くことができる。 

２ 顧問及び参与は、会長が委嘱する。 

３ 顧問は、会長が必要と認める事項について、会長に助言を行う。 

４ 参与は、重要な事項に参与する。 

５ 顧問及び参与の任期等は、前２条の規定を準用する。 

 

第３章 会議 

（会議） 

第１０条 実行委員会の会議として総会を置く。 

 

（総会） 

第１１条 総会は、会長、名誉会長及び委員をもって構成する。 

２ 総会は、会長が招集し、会長がその議長となる。 

３ 総会は、次に掲げる事項について審議し、決定する。 

（１）エンジン０１有田の開催方針に関すること。 

（１）会則の制定及び改廃に関すること。 

（２）事業計画及び予算に関すること。 
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（３）事業報告及び決算に関すること。 

（４）その他重要な事項に関すること。 

４ 総会は、委員の過半数の出席を必要とする。 

５ 総会の議事は、出席委員の過半数の同意をもって決し、可否同数のときは、議長の決す

るところによる。 

６ やむを得ない理由のため総会に出席できない委員は、代理人に権限を委任するか、又は

書面で議決に加わることができる。この場合において、前２項の規定の適用については、

その委員は出席したものとみなす。 

７ 会長が必要と認める場合、事前に送付した議案について書面をもって表決し、総会の議

決に代えることができる。 

８ 会長は、必要があるときは委員以外の者に総会への出席を求めることができる。 

 

（部会） 

第１２条 会長が必要と認めるときは、実行委員会に部会を置くことができる。 

２ 部会は、実行委員会の委員及び委員以外の者から、会長が委嘱する者をもって組織する。 

３ 部会は、会長が必要と認める事項について協議し、又は決定し、その結果について総会

に報告する。 

４ 部会の組織及び運営に関し必要な事項は、会長が別に定める。 

 

第４章 会長の専決処分 

（会長の専決処分） 

第１３条 会長は、総会を招集するいとまがないとき、又は総会の権限に属する事項で軽易

なものについては、その議決すべき事項について専決処分することができる。 

２ 会長は、前項の規定により専決処分したときは、これを次の総会において報告しなけれ

ばならない。ただし、軽易なものついては、この限りでない。 

 

第５章 事務局 

（事務局） 

第１４条 実行委員会の事務を処理するため、有田市経営管理部に事務局を置く。 

２ 事務局に関し必要な事項は、会長が別に定める。 

 

第６章 会計 

（会計） 

第１５条 実行委員会の経費は、負担金、補助金及びその他の収入をもって充てる。 

２ 実行委員会の会計は、原則として有田市財務規則（昭和５５年規則第１号）に準じて処

理する。その他必要な事項は、会長が別に定める。 
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（会計年度） 

第１６条 実行委員会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。 

 

（監査） 

第１７条 監事は、実行委員会の決算について監査し、総会に報告しなければならない。 

 

第７章 解散 

（解散） 

第１８条 実行委員会は、第２条の目的が達成されたときに解散する。 

２ 実行委員会が解散した場合において、その残余財産の処分については、有田市において

決定する。 

 

第８章 補則 

（補則） 

第１９条 この会則に定めるもののほか、実行委員会の運営に関し必要な事項は、会長が別

に定める。 

 

附 則 

１ この会則は、令和６年２月２１日から施行する。 

２ 実行委員会の設立当初の会計年度は、第１６条の規定にかかわらず、この会則の施行の

日から令和６年３月３１日までとする。 

 


